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はじめに 

 

 

 

文部科学省男女共同参画学習課では、平成 28 年度より、女性が出産や育児

等と学びを両立できる環境の整備の推進を図り、学びを通じた女性の活躍を促

進するため、「地域と教育機関の連携による女性の学びを支援する保育環境の

在り方の検討」事業を実施しました。 

 

地域における一層の女性の活躍の促進のため、是非とも皆さまに本報告書を

ご覧いただき、活用いただければ幸いです。 

 

 

 

文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課 
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「地域と教育機関の連携による女性の学びを支援する保育環境の在り方

の検討」事業の概要 

 
 
１．事業の趣旨 

  学びを通じた女性の活躍を促進するためには、女性が出産や育児等と学びを両立できる

環境の整備が必要不可欠です。しかしながら、大学等における保育所の整備は十分に進ん

でおらず、学生の受入れや学業・研究の時間に応じた一時保育等の多様なニーズに応えら

れていない現状があります。 
  一方、地方自治体においては待機児童の解消が課題となっている地域もあり、保育所の

設置場所の確保について困難を抱えている場合があります。 
  大学等における保育環境整備の課題については、そうした自治体等と情報を共有するこ

とが必要ですが、保育環境についての双方の連携は十分であるとは言い難い状況であると

考えられます。 
  このため、大学等の教育・研究機関において、女性が子育てと学業・研究を安心して行

うことができるよう、大学等と地域の双方にとって有用な保育施設や保育サービスの提供

について関係主体と連携して検討するとともに、調査研究や実証的検証を通じて、先進事

例の課題やグッド・プラクティスを把握し、地域と連携した大学等の教育機関における保

育環境整備の仕組みづくりのモデルを構築・普及することにより、女性の学びを支援する

保育環境の充実を図ることを目的として本事業を実施しました。 
 
２．事業の内容 

 本事業では、「女性の学びを支援する保育環境の在り方検討会」を設置し、そのもとで主

に以下の 2 つの取組を実施しました。 
       
（１）大学等における保育の仕組みづくりのモデル構築に係る実証的検証 

大学等における地域と連携した保育所の設置や、新たな保育サービスの実施に向けて、

どのような課題があるのかを実証的に検証し、大学等における保育環境の整備を推進する

ためのモデルの構築を図る。 
 
（２）大学等における保育についての先進事例に関する調査研究 

大学等の教育・研究機関における常時保育、一時保育について調査を行い、先進事例

における課題やグッド・プラクティスを収集・把握する。 
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 平成２８年６月２３日 

生涯学習政策局長決定 

 

女性の学びを支援する保育環境の在り方検討会について 

 

１．趣旨 

「女性活躍加速のための重点方針 2016」（平成 28 年５月 20 日すべての女性が輝く

社会づくり本部決定）において、「大学等において女性が子育てをしながら学習・研究

しやすい環境を整備するため、大学と地方公共団体等が連携した保育施設や保育サービ

スの提供に関する先進事例の把握や実証的検証等を通じて、大学等における保育環境整

備の仕組みづくりのモデルを構築し、全国に普及させるとともに、学びから就労への円

滑な移行など、保育環境整備とキャリア形成支援の一体的な推進等について検討する」

こととされている。 

このため、文部科学省では「地域と教育機関の連携による女性の学びを支援する保育

環境の在り方の検討」事業において、女性の学びを支援するため、大学等で保育サービ

スを実施している先進事例の課題や、地域と連携した保育のグッド・プラクティス等に

ついて議論し、大学等の教育・研究機関における保育環境の在り方について検討するた

め、「女性の学びを支援する保育環境の在り方検討会」を設置する。 

 

２．実施事項 

（１）大学等の教育・研究機関における保育環境の在り方に関すること 

（２）「地域と教育機関の連携による女性の学びを支援する保育環境の在り方の検討」

事業に関すること 

（３）その他 

 

３．実施方法 

本会議は別紙の有識者等で構成し、２に掲げる事項について検討等を行うものとす

る。 

 

４．実施期間 

平成２８年６月２３日から平成２９年３月３１日までとする。 

 

５．庶務 

本会議の庶務は、生涯学習政策局男女共同参画学習課において処理する。 
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